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令和２年第８回大川市教育委員会（定例会）会議録 

令和２年６月２５日、大川市役所大会議室において、令和２年第８回教育委員会（定例会）を開催し

た。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １６時２０分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

 委 員  一ノ瀬直子 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  惠﨑 浩則 

 

３．欠席委員 

 なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          馬渕 嘉臣 

学校教育課主任教育指導主事   池上 和久 

生涯学習課長          岡  辰磨 

学校教育課長補佐        山口  馨 

生涯学習課長補佐        岡 美詠子 

生涯学習課長補佐        森   悟 

記録者・学校教育課総務係    永島 潤一 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第２５号 臨時代理の承認について 

報告事項 

（１） 会計年度任用職員等の任用について 

（２） 令和２年度学校訪問について 

（３） 令和２年度学校評価について 

（４） 令和２年度図書館要覧について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１） ６月定例議会について 

一般質問での教育委員会に対する質問は、１つ目が小・中学校のＩＴ環境の整備について、

市のＨＰに掲載している算数の動画についてお褒めの言葉をいただいた。２つ目が市立図書

館への本の消毒機器に導入について、３つ目が教育長の教育施策について、４つ目が通学路

の安全対策についてということで、特に大川小・大川桐英中学校が同一敷地内になったとい
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うことで、安全面が心配だということであった。 

（２） 管内教育長会議について 

大木町で小学生２名の水難事故があったことを受けて、安全教育・保護者への啓発をとい

う話があった。また、大牟田市の小学校の教員が住居侵入未遂で逮捕されたという話があり、

各学校で不祥事防止対策をということであった。 

国の第２次補正予算成立をうけ、人的体制の整備として学習支援員の追加配置やスクール

サポートスタッフの追加配置等が可能となったため、本市においても積極的に活用していき

たい。 

 

８．議事の大要 

審議事項 （１） 議案第２５号 臨時代理の承認について 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 給食費については、４、５月の休校期間中はどういった対応になるのか。 

 

 臨時休校期間は４月から５月２５日までであった。４、５月分の給食費につい

ては徴収していない。 

 

 ４、５月の給食費については徴収していないということだが、夏休みが短縮さ

れたぶん、後からしわ寄せがくるということか。 

 

 例年は給食を実施する１９５日分を１１箇月で徴収するが、今年は４、５、８

月分を徴収しないため、給食実施予定の１８５日分を９箇月で徴収することにな

る。しかし、月額は変更しない。そのため材料費に不足が生じるため、その分を

公費で負担をするということである。 

 

 当初８月分は徴収する方向であったが、やはり保護者は負担に感じるであろう

ため、市で負担することとした。保護者の経済的な負担を減らすことも目的とし

て考えている。 

 

 ＧＩＧＡスクールサポーター業務委託料（２名分）が小学校と中学校で金額に

大きく差があるのはなぜか。内容の説明をお願いしたい。 

 

 ＧＩＧＡスクールサポーターについては、１中学校区（中学校１校、小学校４

校）に１名、計２名の体制で６か月間の業務委託を予定している。この２名分の

金額を小学校８校、中学校２校の校数で按分してそれぞれの金額を出しているた

め、小学校の額の方が高くなっている。 

 

 放課後学習支援事業については、具体的にはどのような内容でどのくらいの時

間、人数で行う予定か。 

 

 基本的に生徒は自習して、わからないところなどに対するアドバイスを行う形

とするため、どの教科を勉強するかは生徒自身が決めることとなる。また、今ま

では文化センター等で行っていたが、中学校で実施することで生徒が利用しやす

い状況になるようにした。学習支援の人手については、大学生にもお願いをする
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教育長 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

教育長 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

こととしており、３名の予定としていたところを５名追加することとした。補正

予算額７６万円の積算については、１，０００円×２時間×５名×３８回×２校

である。 

 

 前年度までは土曜日の午前中に文化センターで実施していたが、中学生があま

り参加していない状況であったため、中学校の教室を利用して放課後に実施をす

ることとした。 

 

 ＧＩＧＡスクールの小学校費はプロジェクター等購入費となっているが、中学

校費ではディスプレイ購入費となっている。具体的には何が違うのか。 

 

 どちらも大型の投影装置であるが、小学校と中学校では既設の設備が違うため

購入するものが違っている。 

 

 電子黒板とは違うものなのか。 

 

 これからは１人１台タブレットを整備するということで、日常的にタブレット

を使用することになるので、電子黒板よりもタブレットの画面を映し出せるプロ

ジェクターがあったらいいのではないかということでプロジェクターを整備する

こととした。 

 

 学習支援員の夏季休業短縮対応報酬というのは具体的にはどういったことか。 

 

 障がい児等の学級指導支援者については、４、５月の休業期間も勤務をしてい

ただき、８月も夏休みが短縮となったため、当初の計画よりも多く勤務をしてい

ただくこととなった。その分の追加予算である。 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１） 会計年度任用職員等の任用について 

質問・意見等なし 

報告事項 （２） 令和２年度学校訪問について 

質問・意見等なし 

報告事項 （３） 令和２年度学校評価について 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 評価項目については昨年度等と同じものか。新型コロナウイルスの感染拡大で

様々な困りごと等が出てきたと思うが、そういったことは評価項目に反映されな

いのか。 

 

 多様な教育的ニーズの評価項目等に新しい生活様式やＩＣＴ活用を入れる学校

が出てくる可能性はある。 
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報告事項 （４）令和２年度図書館要覧について 

質問・意見等なし 

 


